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※定例研修は支部間で可能な限り日程がかさなら無いようにと決めています当該支部に出席できなかったときは事前にサポセン又は支部長に連絡して都合のつく研修会に参加してください
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　　所長　　小西健之

設計・監理
茸周年栽培装置・クリーンルーム

空調設備・換気設備・貯蔵設備

Ｅｍａｉｌ：

担当 小西

和歌山市手平３丁目７番２３号〒640-8319

連絡先　更生保護サポートセンター和歌山
〒640-8157

奥田

　　　　和歌山市八番丁４番地

   　　和歌山市八番丁館　３階

TEL ０７３－４６０－９２９８

FAX ０７３－４２５－１３０１

saposen_w@ares.eonet.ne.jp

官:70

http://www.eonet.ne.jp/~tk-524/

ＥＭａｉｌ：tk-524@maia.eonet.ne.jp

TEL 073-424-6675　FAX 073-426-3755

このような広報紙を年数回 発行する予定です。

更生保護サポートセンター｢和歌山」では
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１：地域での活動の写真及び記事

　　事前にご連絡をいただければ取材に行かせていただきます。

２：催事の予告（講演会・バザー・一般的な研修会・その他）

３：更生保護関係者に知ってもらいたいこと等募集しています。




